
伝統技術 の 後継者 を 育てる 
仕組みづくり

　岐阜県の伝統工芸や文化財の保存修理の現場では、後継者を育成するためのさまざまな取り
組みが行われています。この報告会では、現在後継者を育成している当事者、中間支援者、自
治体の担当者が取り組みの成果や課題について語ります。

小坂 礼之　（小坂彫房 代表） 
賀東 楓　   （小坂彫房 弟子） 
伏見 七夫　（飛騨地域地場産業振興センター 専務理事） 

五十川 天士（岐阜長良川鵜飼保存会事務局） 
高橋 方紀　（岐阜市文化財保護課長）　※オンライン参加

2025 年 3 月 13 日 (木)  15:30～17:30

「匠の国ぎふ」の技を支える  
   相談事業　報告会

＼職人・組合・自治体関係者のみなさんへ／オンラ
イン 

参加可
能

part1 15:30～ part2 16:00～

　岐阜県では2024年度から、伝
統技術の継承に関わる様々な課題
の解決をサポートする活動を始め
ました。この1年の実績について
報告します。

①「ニッポン手仕事図鑑」のインターンシップ事業と高山市 
　の研修補助金を活用した、飛騨木彫の後継者育成について 

②文化庁の補助金を活用し、長良川鵜飼の鵜舟船頭を舟大工 
　として育成する取り組みについて

申込方法
申込フォーム（QRコード）にて 
お申込ください。（参加無料）

開催場所
飛騨高山まちの博物館　研修室 
506-0844 岐阜県高山市上一之町７５番地

定員

50人（会場参加者） 
開場時刻　15:00

主催
一般社団法人　技の環 
岐阜県

お問合せ

contact@ginowa.org  
080-4401-6872　（技の環）

 久津輪 雅　 
(技の環代表理事／ 
 岐阜県立森林文化アカデミー教授)

報告者 登壇者

締切 3/10 (月)

座談会 
伝統技術の後継者を育てる仕組みづくり

オンライン（Teams）


